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園田総会・懇親会開催漢圏

第　54　号（1）

恩師の先生方も多数参加されます

弔 【日時】平成16年7月31日㈲ 

11－14時 

受付開始10時30分 

【場所】 

○総会および三重県支部総会 

（11－12時） 

三重大学生物資源学部大講義室 

○懇親会（12～14時） 

三重大学生協第一食堂‾ 

【会費】3，000円 

第4回総会
平成14年11月17日（日）
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第5回総会
平成15年11月8日仕）
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鞍
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言
語
闇
÷
畿
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う
っ
と
う
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ます。さ
て
、
三
重
大
学
も
こ
の
四

月
よ
り
法
人
化
し
、
国
立
大
学

法
人
三
重
大
学
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生

物
資
源
学
部
に
お
き
ま
し
て

は
、
学
科
改
組
後
の
一
期
生
を

社
会
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
に

お
き
ま
し
て
は
、
新
体
制
移
行

へ
の
取
り
組
み
の
た
め
、
予
定

を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
本
同
窓

会
の
親
睦
行
事
や
新
聞
の
発
行

が
で
き
ず
、
会
員
の
皆
様
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
過

日
行
わ
れ
ま
し
た
役
員
会
・
評

議
員
会
に
て
、
本
年
度
総
会
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
、

本
同
窓
会
の
総
会
・
懇
親
会
を

親
同
窓
会
で
あ
る
三
翠
会
の
総
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来
賓
に
、
福

田
映
三
翠
化
学

会
長
（
大
1
）
、

古
市
幸
生
三
重

大
学
教
授
（
太

巻
、
西
川
司
朗

三
重
大
学
教
授

（
大
2
0
）
を
お
迎

え
し
、
支
部
会
員
四
十
一
名
の

出
席
の
も
と
第
4
回
総
会
を
午

前
十
一
時
か
ら
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ

ト
ン
新
大
阪
で
開
催
し
た
。

総
会
は
関
小
田
副
支
部
長

（
大
望
　
の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
、
支
部
長
挨
拶
、
来
賓
代
表

挨
拶
（
福
田
三
翠
化
学
会
長
）

に
引
き
続
き
議
事
に
入
っ
た
。

議
長
に
大
川
回
卒
の
杉
山
氏
を

選
出
し
、
会
務
（
支
部
長
）
及

び
会
計
（
細
見
会
計
担
当
）
を

審
議
、
承
認
さ
れ
た
。

暫
時
休
憩
の
後
、
本
支
部
初

め
て
の
企
画
で
あ
る
産
・
学
分

野
三
先
生
に
よ
る
談
話
会
に

入
っ
た
。
内
容
の
詳
細
は
紙
面
の
都
合

で
割
愛
す
る
が
、
古
市
先
生
に

よ
る
『
脂
肪
と
健
康
』
、
西
川
先

生
の
『
堅
い
分
子
と
柔
ら
か
い

分
子
の
狭
間
で
』
の
後
、
『
お
菓

子
と
と
も
に
五
十
年
』
と
題
す

る
福
田
会
長
の
講
演
で
締
め
く

く
っ
た
。
三
先
生
と
も
、
予
定

の
時
間
を
大
幅
に
超
過
す
る
ほ

ど
に
熱
弁
を
振
る
っ
て
い
た
だ

き
、
出
席
者
に
深
い
感
銘
を
与

会
に
併
せ
て
行
う
の
で
は
な

く
、
化
学
会
単
独
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
久
し
ぶ
り
に
母
校
三

重
大
学
生
物
資
源
学
部
で
す
。

平
素
は
、
な
か
な
か
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
恩
師
の
先

生
方
に
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
三
重
県
支
部
総

会
も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
皆

様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

三
翠
化
学
会
会
長
　
福
田
　
映
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えた。懇
親
会
は
約
一
時
間
遅
れ
で

始
ま
っ
た
が
、
前
回
以
上
に
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
終
わ
り

に
三
翠
応
援
歌
を
斉
唱
し
て
お

開
き
と
な
っ
た
。

参
考
ま
で
に
、
総
会
出
席
者

四
十
一
名
の
分
布
は
、
専
1
～

3
‥
十
二
名
、
大
1
～
m
‥
十

名
、
大
日
～
2
0
‥
六
名
、
大
2
1

～
5
0
‥
九
名
、
大
3
1
～
4
0
‥
三

名
、
大
4
1
～
二
名
で
あ
っ
た
。

◎
支
部
長
挨
拶
（
要
旨
）

い
ま
や
、
大
学
は
法
人
化
を

目
前
に
大
き
な
変
曲
点
に
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
真

価
が
問
わ
れ
、
そ
の
評
価
は
今

ま
で
以
上
に
厳
し
く
な
っ
て
参

り
ま
す
。
大
学
の
発
展
は
教
職

員
、
卒
業
生
、
学
生
の
三
位
一

体
の
協
力
無
し
に
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
卒

業
生
た
る
者
、
母
校
の
発
展
を

祈
ら
な
い
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
、
卒
業
生
が
結
束
∵
霞

固
な
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
韓
道
を

持
っ
た
同
窓
会
を
構
築
∴
同

窓
会
活
動
を
通
し
て
母
校
の
発

展
と
充
実
に
寄
与
す
べ
き
時
期

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
本
日
の

支
部
総
会
は
大
き
な
意
義
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

関
西
支
部
の
目
玉
・
独
自
性
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
結
果
、

会
見
相
互
の
切
磋
琢
磨
・
連
携

と
交
流
促
進
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
産
・
官
・
学
三
分

野
の
情
報
交
換
を
め
ざ
す
談
話

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
産
代
表

に
大
1
卒
の
福
田
三
翠
化
学
会

長
、
学
代
表
に
大
1
3
回
卒
の
古

市
、
大
2
0
回
卒
の
西
川
両
教
授

に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

本
日
の
談
話
会
が
関
西
支
部
、

ひ
い
て
母
校
発
展
の
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
フ
ォ
ー
ス
に
な
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
同
窓
会
活
動
の
継
続
及
び

活
性
化
の
た
め
に
は
経
済
的
裏

づ
け
が
必
要
で
す
。
こ
の
件
に

つ
き
ま
し
て
も
役
員
会
で
種
々

検
討
し
た
結
果
、
支
部
運
営
協

力
費
を
会
員
諸
氏
に
お
願
い
す

る
し
か
な
い
と
の
結
論
に
到
達

し
ま
し
た
。
出
費
多
端
の
折
柄

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
な
に
と

ぞ
経
済
的
窮
状
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
れ
ば

望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
実

務
的
・
具
体
的
な
諸
事
項
の
検

討
は
役
員
会
に
一
任
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
絵
会
開
催
に

つ
き
・
格
段
の
便
宜
と
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
役
員
各
位
に
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

産
・
宮
・
学
三
分
野
の
情
報
交
換
を

目
指
し
た
談
話
会
を
試
行

秋
晴
れ
の
よ

き
日
、
ホ
テ
ル

ク
ラ
イ
ト
ン
新

大
阪
で
午
前
十

一
時
か
ら
、
福

田
三
翠
化
学
会

長
、
松
中
先
生
・

柏
村
名
誉
教
授

臨
席
の
も
と
、
支
部
会
員
二
十

八
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。
支
部
長
挨
拶
、
三
翠
化
学

会
長
挨
拶
後
、
議
長
に
大
川
回

卒
の
杉
山
氏
を
選
出
し
、
議
事

に
入
っ
た
。
会
務
報
告
に
続
く

会
計
・
監
査
報
告
の
場
で
、
支

部
運
営
協
力
費
は
五
十
七
名
の

会
員
か
ら
百
六
十
四
口
の
協
力

を
得
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

案
件
審
議
の
結
果
、
承
認
さ

れ
た
。
役
員
改
選
で
、
支
部
長

に
嶋
林
（
専
1
、
大
2
）
、
副
支

部
長
に
小
林
（
大
望
並
び
に

関
小
田
（
大
挙
を
選
出
後
、

支
部
長
委
嘱
に
よ
る
幹
事
二
十

二
名
が
承
認
さ
れ
た
。

十
二
時
か
ら
約
四
十
分
の
予

定
で
談
話
会
に
入
っ
た
。
今
回

は
農
薬
・
雑
草
学
の
国
際
的
権

威
の
松
中
昭
一
先
生
に
お
願
い

し
、
『
農
薬
は
怖
い
存
在
か
？
』

と
題
す
る
三
一
講
演
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
わ
か
り
易
く
、
そ

し
て
密
度
の
高
い
談
話
会
で
、

出
席
者
一
同
深
い
感
銘
を
受
け

た
。
時
間
の
都
合
上
意
見
交
換

を
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
が
残
念
で
あ
っ
た
。

席
を
改
め
て
・
記
念
撮
影
（
カ

メ
ラ
は
大
1
5
内
田
氏
）
後
、
懇

親
会
を
も
っ
た
。
広
島
か
ら
の

里
村
（
専
1
）
氏
の
乾
杯
に
よ
り

宴
に
入
っ
た
。
先
輩
後
輩
の
区

別
無
く
談
論
風
発
、
懇
親
会
は

例
年
に
無
く
盛
り
上
が
っ
た
。

来
賓
及
び
年
齢
層
別
ス
ピ
ー
チ

は
す
こ
ぶ
る
好
評
で
あ
っ
た
。

肩
を
組
み
あ
い
、
懐
か
し
の
三

翠
応
援
歌
（
リ
ー
グ
大
智
石
田

氏
）
で
意
気
大
い
に
挙
が
っ
た
。

総
会
出
席
者
二
十
八
名
の
分

布
は
、
専
1
～
3
‥
十
一
名
、

支
部
長
に
鴨
林
氏
（
葬
）
を
再
選

談
話
会
は
『
農
薬
は
怖
い
存
在
か
？
』

大
1
～
m
‥
四
名
、
大
日
～
2
0
‥

四
名
、
大
2
1
～
5
0
‥
六
名
、
大

3
1
～
4
0
‥
三
名
で
あ
っ
た
。

◎
支
部
長
挨
拶

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
本
支

部
総
会
は
第
5
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
二
年
前

の
第
3
回
総
会
で
図
ら
ず
も
支

部
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
て

か
ら
早
く
も
二
年
が
経
ち
ま
し

た
。
”
光
陰
矢
の
如
し
〟
を
実
感

し
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
大
過
な
く
務
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
の
は
、
偏
に
支

部
会
員
各
位
並
び
に
役
員
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
及
び
親
同

窓
会
の
ご
指
導
の
賜
物
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
振
り
返
る
に
、

支
部
の
目
玉
と
し
て
、
会
員
相

互
の
切
磋
琢
磨
・
連
携
と
交
流

を
目
指
し
た
談
話
会
の
企
画
と

実
施
並
び
に
支
部
活
動
に
最
低

必
要
な
財
源
確
保
の
為
の
支
部

運
営
協
力
費
制
度
の
発
足
が
最

も
印
象
的
で
あ
り
ま
し
た
。
第

2
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
談
話

会
は
、
農
薬
・
雑
草
学
の
国
際

的
権
威
の
松
中
先
生
に
講
師
を

お
願
い
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
一
方
、
運
営
協
力
費
は
、

会
員
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、

五
十
七
名
の
方
に
ご
賛
同
を
頂

き
ま
し
た
。
心
し
て
有
意
義
な

支
部
活
動
に
充
当
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
日
予
定

し
て
い
る
議
題
は
会
務
報
告
。

会
計
報
告
及
び
役
員
改
選
で
あ

り
ま
す
。
慎
重
に
審
議
い
た
だ

き
、
建
設
的
・
前
向
き
の
ご
意

見
を
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
平
成
一
五
・
一
六
年
度
役
員

支
部
長
　
嶋
林
幸
英
（
専
1
、

大2）

副
支
部
長
　
小
林
紘
一
（
大

望
、
関
小
田
弘
（
大
挙

幹
　
事
　
吉
田
誠
之
（
専
2
庶

務
）
、
堀
英
一
（
大
2
8
会
計
）
、

岸
本
久
男
（
専
2
監
査
）
、
佐

野
恒
平
（
専
1
）
、
中
村
宣
博

（
専
3
）
、
竹
村
憲
次
（
大
2
）
、

細
見
光
夫
（
大
4
）
、
米
山
恵

美
（
大
7
）
、
岩
尾
敏
之
（
大

川
）
、
内
田
勝
啓
（
大
1
5
）
、

古
橋
雅
巳
（
大
1
9
）
伊
藤
哲

雄
（
大
空
、
室
博
之
（
大

空
、
岩
田
将
司
（
大
聖
、

西
本
和
美
（
大
3
3
）
岸
田
喜

一
（
大
3
6
）
、
中
溝
良
隆
（
大

望
、
菊
池
覚
（
大
4
0
）
、
澤

本
真
奈
美
（
大
等
、
山
岡
秀

亮
（
大
空
、
藤
堂
文
子
（
大

坐
、
広
部
香
緒
理
（
大
等

◎
支
部
長
就
任
挨
拶

こ
の
た
び
、
支
部
長
に
再
選

さ
れ
ま
し
た
専
1
、
大
2
卒
の

嶋
林
で
あ
り
ま
す
。
浅
学
非
才
、

加
え
て
二
期
目
と
も
な
れ
ば
マ

ン
ネ
リ
に
走
り
が
ち
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
自
律
自
戒
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の
二
年

間
三
翠
化
学
会
関
西
支
部
発
展

の
為
精
一
杯
努
力
し
ま
す
の
で

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
個
人
個
人
の
力
は
知
れ

た
も
の
で
す
が
、
総
合
力
は
と

て
つ
も
な
い
威
力
を
発
揮
し
ま

す
。
会
員
並
び
に
役
員
が
一
致

団
結
し
て
支
部
発
展
に
が
ん
ば

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
支
部
の
発
展
が
会
員
各
位

の
向
上
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

又
支
部
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
会

が
単
に
卒
業
生
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
だ
け
で
は
な
い
同
窓
会
、

つ
ま
り
関
西
支
部
が
頼
り
に
な

る
支
部
に
も
っ
て
い
く
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
が

私
ど
も
同
窓
生
に
課
せ
ら
れ
た

重
要
検
討
課
題
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
二
年
間
は
①
会
員

相
互
の
情
報
交
換
、
②
談
話
会

の
充
実
、
③
財
政
基
盤
の
強
化

の
三
本
柱
を
中
心
と
し
た
支
部

活
動
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご

理
解
と
自
覚
を
、
そ
し
て
、
執

行
部
へ
の
ご
指
導
、
ご
鞭
燵
を

切
望
い
た
し
ま
し
て
再
任
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

【
②
面
に
関
連
記
事
】
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農芸化学の歩み
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関西支部会第6回総会予告

日時：平成16年11月7日（日）午前11時から

会場：ホテルクライトン新大阪
TEL06（6885（1211

〒532－0011大阪市淀川区西中島2－13－32

（地下鉄御堂筋線西中島南方②番出口から阪

急線路沿い西へ徒歩3分、または阪急電鉄

南方西出口から阪急線路沿い西へ徒歩3分）

会費：男子5，000円、女子4，000円

旧交を温めるまたとない機会です。今から予定に

組み込んでいただき　先輩、後輩、クラスメイト
に声を掛け合い出席いただきますようお願い致し

ます。支部会員各位には後日詳細をお知らせ致し

ます。支部会員以外の方の参加を歓迎致します。

参加ご希望の方は予め支部長までご連絡ください。
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平
成
一
二
年
度

に
生
物
資
源
学
部

は
学
部
改
革
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
1
学
部
1
学

科
8
コ
ー
ス
（
生

物
資
源
学
部
生
物

資
源
学
科
の
も
と

に
、
農
業
生
産
学
、

森
林
資
源
学
、
水

産
増
殖
学
、
海
洋

生
産
学
、
農
業
土

木
学
、
生
物
生
産
機
械
学
、
農

芸
化
学
、
水
産
食
糧
学
各
コ
ー

ス
）
で
運
営
し
て
き
た
も
の
を

1
学
部
3
学
科
日
大
講
座
体
制

（
資
源
循
環
学
、
共
生
環
境
学
、

生
物
圏
生
命
科
学
各
学
科
）
に

切
り
替
え
た
訳
で
す
。
こ
の
と

き
の
経
緯
は
過
去
の
会
報
や
三

翠
会
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
点
で
、
学
科
・
コ
ー

ス
等
の
名
称
か
ら
「
農
芸
化
学
」

の
文
字
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

大
学
院
の
改
組
は
学
部
改
組
後

四
年
が
経
過
す
る
ま
で
文
部
科

学
省
が
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た

た
め
（
第
一
期
生
卒
業
ま
で
は

上
位
の
組
織
の
改
革
は
一
般
に

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）
、
平
成
一
五

年
度
ま
で
生
物
資
源
利
用
学
専

攻
（
専
攻
は
、
学
部
で
い
う
と

学
科
に
当
た
る
も
の
で
す
）
　
の

な
か
に
「
農
芸
化
学
講
座
」
が

置
か
れ
て
お
り
、
正
式
名
称
と

し
て
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
一
六
年
度
に
大
学
院
博

士
前
期
課
程
（
こ
れ
を
修
了
す

る
と
修
士
号
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）
　
の
改
組
が
行
わ
れ
、

学
部
の
3
学
科
と
の
整
合
性
を

と
る
た
め
、
資
源
循
環
学
、
共

生
環
境
学
、
生
物
圏
生
命
科
学

各
専
攻
に
改
組
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
こ
か
ら
も
「
農
芸
化
学
」

の
文
字
が
消
え
ま
し
た
。

大
学
院
博
士
後
期
課
程
（
博

士
号
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）
に
は
、
は
じ
め
か
ら
「
農

芸
化
学
」
の
文
字
は
入
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
本
年
度
か
ら

農
芸
化
学
の
文
字
は
組
織
の
名

称
か
ら
全
て
消
え
、
わ
ず
か
に

大
学
院
博
士
前
期
課
程
二
年
次

学
生
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
他
大
学
の
農
学
系

学
部
の
組
織
に
も
ほ
と
ん
ど

「
農
芸
化
学
」
の
文
字
は
使
わ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
に
本
学
部
農
芸
化
学

科
（
コ
ー
ス
）
の
歩
ん
で
き
た
道

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
学
科
の
前
身
が
、
三

重
農
林
専
門
学
校
（
昭
和
一
九

年
に
三
重
高
等
農
林
学
校
か
ら

改
称
）
に
昭
和
二
一
年
設
置
さ

れ
た
農
産
製
造
科
で
あ
る
こ
と

は
皆
様
ご
承
知
の
通
り
か
と
思

い
ま
す
。
学
生
定
員
は
三
十
名

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

頃
の
雰
囲
気
は
、
終
戦
直
後
の
、

本
来
軍
人
を
志
し
た
方
々
の
入

学
に
よ
る
、
一
種
独
特
の
活
気

に
満
ち
て
い
た
や
に
先
輩
か
ら

伺
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
四
年
国
立
学
校
設
置

法
に
よ
り
三
重
大
学
が
お
か

れ
、
三
重
農
林
専
門
学
校
が
農

学
部
と
な
り
、
そ
の
中
に
農
産

製
造
学
科
（
4
講
座
）
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
農
芸
化
学
科
と

改
称
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
八
年

で
、
定
員
振
り
替
え
に
よ
り
2

講
座
が
増
設
さ
れ
、
そ
の
後
総

合
農
学
科
の
廃
止
に
伴
い
そ
の

一
講
座
が
加
わ
り
、
7
講
座
体

制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
制
は
基
本
的
枠
組
み

と
し
て
そ
の
後
長
く
続
き
ま
し

た
。
そ
の
間
昭
和
四
〇
年
に

コ
ー
ス
制
が
敷
か
れ
ま
し
た

が
、
本
学
科
は
農
芸
化
学
コ
ー

ス
の
み
を
有
し
、
実
質
的
に
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
農

学
科
と
林
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
2

コ
ー
ス
）
。
学
生
定
員
は
長
く
三

十
名
で
き
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
の
第
二
次
が
大

学
に
入
学
す
る
時
期
を
迎
え
、

昭
和
六
二
年
度
よ
り
学
生
の
臨

時
増
募
が
行
わ
れ
、
本
コ
ー
ス

の
定
員
も
二
割
ほ
ど
増
え
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
昭
和
六
二
年
に
農
学

部
と
水
産
学
部
の
合
併
で
生
物

資
源
学
部
が
誕
生
し
、
そ
の
中

で
も
農
芸
化
学
コ
ー
ス
と
し
て

活
動
し
最
大
四
十
名
の
学
生
を

と
る
こ
と
が
許
さ
れ
ま
し
た
。

生
物
資
源
学
部
は
1
学
部
1

学
科
制
の
た
め
学
生
の
入
学
試

験
は
一
本
で
行
い
、
一
年
次
の

授
業
を
す
ま
せ
た
後
二
年
次
で

本
人
の
希
望
と
成
績
に
よ
り
各

コ
ー
ス
に
分
属
さ
せ
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
が
社
会

で
注
目
を
浴
び
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
本
コ
ー
ス
の
人
気
は
高
く
、

常
に
定
員
の
上
限
ぎ
り
ぎ
り
の

学
生
数
を
誇
っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
研
究
室
の
名
称

に
少
し
ず
つ
変
化
が
あ
り
ま
し

た
が
基
本
的
に
7
研
究
室
体
制

で
推
移
し
、
平
成
八
年
に
一
般

教
育
の
改
組
に
よ
る
教
官
の
席

の
移
動
を
う
け
て
、
分
子
生
物

情
報
学
研
究
室
が
設
立
さ
れ
ま

した。冒
頭
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に

平
成
一
二
年
度
に
生
物
資
源
学

部
は
学
科
改
組
を
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
と
き
全
く
新
し
い
学

科
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

各
コ
ー
ス
か
ら
人
を
出
し
て
資

源
循
環
学
科
が
誕
生
し
ま
し

た
＝
学
科
名
と
し
て
資
源
循
環

を
名
乗
っ
た
の
は
、
農
学
系
で

は
日
本
で
最
初
で
す
（
ち
な
み

に
生
物
資
源
学
部
の
名
称
は
目

圏
闘
軸
囚
相
聞
囚
軸
囚
劇
団
囚
相
聞
軸
嗣
囚
劇
団
的
軸
囚
聞
軸
的
軸
囚
軸
軸
囚
相
聞
的
軸
囚
相
聞
的
細
り
図
軸
悶
朗
蘭
図
軸
阻
図
0
図
り
囚
倒
閣
問
罪
関
り
聞
図
り
図
り
囚
図
り
図
り
間
脳
り
図
g
関
田
n
S
g
関
田
O
S
H
関
田
田
圃
相
関
図
聞
図
り
図
り
囚

診診診診診診診診診珍診診診診診診診診診診診診診診診竃
の
土
を
踏
み
ま
し
た
。
「
総

撥
音
稲
築
願
武
村
政
春
（
大
4
0
）

平
成
一
六
年
一
月
一
日
付

で
、
三
重
大
学
生
命
科
学
研

究
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
ゲ
ノ

ミ
ク
ス
分
野
ヒ
ト
機
能
ゲ
ノ

ミ
ク
ス
部
門
の
助
手
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
を
お

借
り
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ます。私
は
平
成
四
年
に
生
物
資

源
学
部
農
芸
化
学
コ
ー
ス
を

卒
業
（
大
4
0
回
、
生
1
回
卒
）

後
、
引
き
続
い
て
修
士
課
程

を
修
了
し
、
名
古
屋
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
病
理
系
専

攻
博
士
課
程
に
進
学
し
ま
し

た
。
学
位
取
得
後
は
名
古
屋

大
学
助
手
を
五
年
九
ケ
月
間

つ
と
め
、
こ
の
た
び
再
び
母

合
研
究
棟
Ⅱ
」
と
し
て
蘇
っ
た

旧
農
学
校
舎
（
し
か
も
農
芸
化

学
の
あ
っ
た
棟
！
）
の
二
階
端

（
旧
農
製
の
場
所
）
に
位
置
す
る

研
究
室
で
、
日
々
研
究
に
励
ん

で
い
ま
す
。
私
が
在
籍
し
た
栄

養
化
学
研
究
室
の
あ
っ
た
場
所

は
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な

り
、
あ
の
頃
の
光
景
が
既
に
追

憶
の
中
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
少
々
寂
し
い
思
い
も
感
じ

ます。私
の
所
属
す
る
ヒ
ト
機
能
ゲ

ノ
ミ
ク
ス
部
門
は
、
平
成
一
五

年
四
月
に
生
命
科
学
研
究
支
援

セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
際
に
新

設
さ
れ
た
部
門
で
す
。
循
環
器

病
の
ゲ
ノ
ミ
ク
ス
学
分
野
に
お

い
て
著
名
な
山
田
芳
司
教
授
が

主
宰
さ
れ
、
市
原
佐
保
子
助
手

と
私
を
含
め
三
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
学
院

医
学
系
研
究
科
に
お
い
て
機
能

ゲ
ノ
ミ
ク
ス
学
教
育
研
究
分
野

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ヒ
ト

疾
患
の
発
症
機
序
に
お
け
る
D

N
A
複
製
反
応
の
関
与
に
つ

き
、
修
士
課
程
以
来
取
り
組
ん

で
来
た
D
N
A
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ

の
タ
ン
パ
ク
質
化
学
的
性
質
な

ら
び
に
そ
の
活
性
制
御
機
構
の

観
点
と
併
せ
、
網
羅
的
な
ゲ
ノ

ミ
ク
ス
解
析
を
通
じ
て
解
明
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ヒ
ト

疾
病
と
は
具
体
的
に
は
悪
性
腫

瘍
と
神
経
疾
患
を
指
し
、
発
症

機
序
の
解
明
と
そ
の
予
防
、
治

療
へ
の
応
用
を
目
指
し
て
い
ま

す。
D
N
A
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
の
中

で
も
注
目
す
べ
き
は
D
N
A
ポ

リ
メ
ラ
ー
ゼ
a
と
い
う
酵
素
で

す
。
私
は
こ
れ
ま
で
に
、
D
y

A
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
α
制
御
機
構

と
発
が
ん
過
程
が
密
接
に
関
連

す
る
こ
と
を
発
見
し
、
ま
た
D

N
A
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
a
の
分
子

進
化
学
的
解
析
か
ら
、
細
胞
核

起
源
に
関
す
る
新
し
い
仮
説
を

提
唱
し
て
き
ま
し
た
。
「
複
製
エ

ラ
ー
」
と
い
う
共
通
の
ゲ
ノ
ム

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
そ
の
基
盤
に

持
つ
生
物
進
化
と
悪
性
腫
瘍
、

神
経
疾
患
の
本
質
が
、
ど
の
よ

う
な
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
へ
と
収

束
す
る
か
、
非
常
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

部
門
の
窓
か
ら
は
、
樹
々
の

緑
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
鮮
や

か
な
生
物
資
源
学
部
の
赤
茶
色

の
建
物
を
、
画
面
一
杯
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
残
念

な
が
ら
新
校
舎
（
当
時
は
こ
う

呼
ん
で
い
ま
し
た
）
で
過
ご
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

特
に
感
慨
と
呼
べ
る
ほ
ど
の

も
の
は
な
い
の
で
す
が
、
母

校
と
い
う
も
の
は
案
外
そ
う

し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
不
思
議
な
安
心
感
が
、

私
に
素
晴
ら
し
い
デ
ー
タ
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
っ
つ
、
時
折
見
え
る

三
翠
会
館
の
薄
緑
色
の
風
景

を
楽
し
ん
で
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
恩
師
で
あ
る
古
市
幸
生
、

梅
川
逸
人
両
先
生
、
な
ら
び

に
研
究
分
野
が
近
い
奥
村
克

純
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
る
研
究
室
に
籍
を

得
て
、
今
後
ま
す
ま
す
研
究

に
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
三
翠
化
学
会
の
皆

様
に
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

圏
確
聞
閥
り
測
り
測
り
団
晴
間
同
軸
測
り
測
り
団
晴
間
同
軸
測
り
測
り
団
は
団
晴
間
測
り
測
り
閉
り
団
晴
間
閥
り
測
り
団
晴
間
晴
間
晴
間
測
り
測
り
団
晴
間
隅
り
測
り
図
り
閉
り
団
晴
間
隅
り
図
り
団
晴
間
照
り
測
り
測
り
閉
り

本
で
最
初
で
す
）
。
旧
来
の
コ
ー

ス
の
色
彩
を
残
す
こ
と
に
腐
心

す
る
こ
と
な
く
前
進
し
よ
う
と

の
意
気
込
み
か
ら
、
こ
の
時
農

芸
化
学
コ
ー
ス
は
人
員
と
研
究

室
を
ほ
ぼ
二
分
し
ま
し
た
。

資
源
循
環
学
科
の
物
質
循
環

学
講
座
に
1
研
究
室
「
土
壌
圏

生
物
機
能
学
、
（
土
壌
学
・
植
物

栄
養
学
）
」
同
学
科
の
循
環
生
物

工
学
講
座
に
3
研
究
室
「
食
品

資
源
工
学
（
食
品
化
学
と
応
用

微
生
物
学
）
、
微
生
物
工
学
（
応

用
微
生
物
学
）
、
栄
養
機
能
工
学

（
栄
養
化
学
）
」
、
生
物
圏
生
命
科

学
科
生
命
機
能
科
学
講
座
に
5

研
究
室
「
分
子
細
胞
生
物
学
（
生

物
化
学
）
、
分
子
生
物
情
報
学

（
名
称
変
更
な
し
）
、
生
理
活
性

化
学
（
名
称
変
更
な
し
）
、
生
物

機
能
化
学
（
農
産
物
利
用
学
）
、

食
品
機
能
化
学
（
食
品
化
学
と

農
産
物
利
用
学
）
（
い
ず
れ
も
新

体
制
に
お
け
る
研
究
室
の
名
称

で
（
　
）
内
は
そ
の
母
体
と
な
っ

た
研
究
室
の
旧
コ
ー
ス
体
制
で

の
名
称
）
」
に
分
か
れ
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
に

「
農
芸
化
学
」
の
文
字
が
消
え
た

こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
の
評
価
が

ど
う
出
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
の

歴
史
が
き
め
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
の
皆

様
方
に
は
学
科
や
研
究
室
の
名

称
が
変
わ
っ
て
寂
し
い
思
い
を

し
て
み
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
学
部
全
体
が
生
き
残
り
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
致
し
方

な
い
も
の
と
し
て
、
ど
う
か
ご

容
赦
下
さ
い
。
大
学
に
い
る
者

は
精
一
杯
努
力
致
し
ま
す
の

で
、
物
心
両
面
よ
り
ご
支
援
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（小畑仁）

門

－

－

－

－

－

　

‥

・

　

　

＝
＼

∴

一大4　　【

平
戒
一
四
年
一
〇
月

一
五
日
、
信
濃
大
町
に

総
勢
二
十
名
（
内
八
名

は
美
し
い
奥
様
方
）
が

集
合
し
、
再
会
を
喜
び

合
っ
た
。
登
山
の
ベ
テ

ラ
ン
梅
田
さ
ん
の
企
画

に
よ
る
二
泊
三
日
の
旅

の
始
ま
り
で
あ
る
。

車
に
分
乗
し
七
倉
ダ

ム
を
目
指
す
。
町
を
ぬ

け
る
と
、
山
は
次
第
に
赤
や
黄

に
染
ま
り
歓
声
が
続
く
う
ち

に
、
大
岩
が
累
々
と
積
み
上
げ

ら
れ
た
ダ
ム
に
到
着
し
た
。
こ

ん
な
珍
し
い
ダ
ム
を
見
る
の
は

初
め
て
で
驚
き
で
あ
っ
た
。
湖

水
は
少
し
白
濁
し
静
か
に
紅
葉

の
山
を
写
し
て
い
た
。
湖
畔
や

滝
を
散
策
し
、
今
日
の
宿
葛
温

泉
仙
人
閥
に
向
か
う
。

部
び
た
宿
は
木
立
の
中
に
あ

り
、
庭
の
楓
が
真
赤
に
映
え
て

い
た
。
葛
の
根
を
掘
り
に
来
た

里
人
が
見
付
け
た
と
い
う
温
泉

で
あ
る
。
す
ぐ
そ
ば
ま
で
草
木

の
あ
る
露
天
風
呂
は
風
情
が
あ

り
い
い
湯
で
あ
っ
た
。
山
の
幸
、

川
の
幸
が
並
び
宴
会
が
始
ま
っ

た
。
ま
だ
ま
だ
現
役
で
活
躍
し

て
い
る
人
、
悠
々
自
適
の
人
、
奥

様
方
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
な
ど
で

賑
や
か
に
歓
談
が
続
い
た
。

夜
半
に
降
り
出
し
た
雨
は
雷

鳴
ま
で
轟
か
せ
、
明
日
の
天
気

が
心
配
さ
れ
た
。

翌
朝
、
何
と
い
き
な
り
銀
世

界
。
雪
を
踏
ん
で
、
い
よ
い
よ

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
へ

出
発
で
あ
る
。
扇
沢
か
ら
、
乗

物
を
乗
り
継
い
で
室
堂
に
向
か

う
。
途
中
、
黒
部
ダ
ム
の
展
望

台
か
ら
の
眺
め
は
す
ぼ
ら
し

く
、
立
山
の
峰
が
白
く
連
な
り
、

遙
か
下
方
に
は
巨
大
な
ダ
ム
湖

が
見
え
る
。
長
い
階
段
を
下
り

湖
畔
に
出
る
と
、
近
く
の
山
は

紅
葉
で
あ
る
。
大
観
峰
へ
の

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
は
、
雪
の
中

の
紅
葉
が
す
ぼ
ら
し
く
、
上
る

に
つ
れ
白
い
幹
を
細
い
梢
の
岳

樺
に
移
り
、
何
時
ま
で
も
眺
め

て
い
た
い
景
観
で
あ
っ
た
。

標
高
二
四
五
〇
m
の
室
堂
に

し
、
名
残
り
を
惜
し
み
な
が
ら

解
散
し
た
。（

幹
事
・
佐
藤
美
津
子
）

到
着
。
真
青
の
空
、
白
い
山
、

白
く
広
が
る
大
地
、
四
方
八
方

絶
景
。
雪
道
を
歩
く
こ
と
十
五

分
。
今
日
の
宿
み
く
り
が
池
温

泉
に
着
い
た
。
き
れ
い
な
山
小

屋
で
あ
る
。

休
憩
後
、
地
獄
谷
め
ぐ
り
に

出
か
け
る
。
灰
色
の
地
肌
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
蒸
気
が
立
ち
、
一

本
の
草
木
も
な
い
一
面
グ
レ
ー

の
世
界
。
荒
涼
と
し
た
不
気
味

な
地
獄
が
果
て
し
な
く
続
い
て

い
た
。
日
が
西
に
傾
き
、
長
テ
ー

ブ
ル
に
用
意
さ
れ
た
夕
食
は
、

息
を
の
む
夕
焼
け
の
前
で
始

ま
っ
た
。
群
青
と
茜
色
の
絶
妙

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
響
宴
で

あ
っ
た
。一七
日
早
朝
、
み
ご
と
な
朝

焼
け
で
あ
る
。
自
然
の
お
り
な

す
不
思
議
な
美
し
さ
に
次
々
と

出
合
い
、
旧
友
と
の
語
ら
い
も

楽
し
く
い
い
旅
で
あ
っ
た
。
来

年
、
志
賀
高
原
で
の
再
会
を
約

昭
和
三
一
年
卒
業
の

化
4
ク
ラ
ス
は
、
ク
ラ

ス
会
を
夫
婦
同
伴
で
開

催
す
る
こ
と
を
恒
例
と

し
て
い
る
が
、
平
成
一

五
年
度
は
一
〇
月
一
四

日
か
ら
一
六
日
の
二
泊

三
日
で
、
一
昨
年
に
続

け
て
、
再
度
、
志
賀
高
原
に
集

合
し
た
。
夫
婦
と
し
て
は
初
参

加
の
林
（
成
）
・
黒
田
両
夫
妻
を

始
め
、
渋
谷
夫
人
、
花
山
、
梅

田
、
田
井
中
、
藤
田
、
松
尾
、

村
上
、
佐
藤
、
古
川
、
細
見
、

薮
本
の
十
八
名
で
あ
る
。

宿
舎
と
ガ
イ
ド
は
前
回
と
同

じ
、
ガ
イ
ド
の
案
内
が
な
け
れ

ば
見
ら
れ
な
い
奥
志
賀
高
原
の

渓
谷
を
散
策
、
賽
明
秋
色
を
満

喫
し
た
。
（
幹
事
・
梅
田
、
薮
本
）

七
月
三
一
日
開
催
の
総
会
・
懇
親
会
に
は
恩
師
の
先
生
方
も
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多
数
参
加
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
ま
す

小
宮
孝
志
先
生
ご
退
官
祝
賀
会

生
物
資
源
学
部
教
授
小
宮
孝

志
先
生
（
食
品
機
能
化
学
教
育

研
究
分
野
、
旧
農
芸
化
学
コ
ー

ス
農
産
物
利
用
学
教
育
研
究
分

野
、
農
芸
化
学
科
農
産
製
造
学

講
座
）
は
平
成
一
六
年
三
月
末

日
を
も
っ
て
、
定
年
退
官
な
さ

れ
ま
し
た
。

先
生
は
昭
和
四
〇
年
三
月
に

名
古
屋
大
学
農
学
部
を
卒
業
さ

れ
、
同
大
学
院
修
士
及
び
博
士

課
程
を
終
え
、
四
五
年
七
月
三

重
大
学
農
学
部
助
手
と
し
て
赴

任
さ
れ
、
五
三
年
一
月
に
同
学

部
助
教
授
、
学
部
改
組
に
合
わ

せ
て
、
六
二
年
十
月
に
生
物
資

源
学
部
助
教
授
に
就
任
さ
れ
、

六
三
年
一
〇
月
に
同
学
部
教
授

に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間

今
日
ま
で
三
十
四
年
の
長
き
に

亘
っ
て
教
育
・
研
究
に
御
尽
力

さ
れ
、
幾
多
の
優
秀
な
人
材
を

育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、
澱
粉
の
物
性

に
関
す
る
研
究
を
進
め
、
近
年

は
食
品
機
能
化
学
領
域
に
天
然

物
化
学
的
手
法
を
導
入
し
て
新

境
地
を
開
拓
さ
れ
、
食
品
の
高

次
機
能
を
誘
起
す
る
物
質
の
探

索
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
身
近
な
食
品

の
抗
酸
化
性
物
質
の
特
定
や
ガ

ン
細
胞
に
対
す
る
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
誘
起
物
質
を
多
数
同
定
し
、

医
食
同
源
の
物
質
レ
ベ
ル
か
ら

の
根
元
解
明
に
大
き
く
貢
献
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海

洋
深
層
水
の
食
品
利
用
の
観
点

か
ら
も
研
究
を
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
海
を
擁
す
る
三
重
県
へ
の

社
会
貢
献
に
も
尽
力
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
学
内
に
あ
っ
て
は

農
場
長
と
し
て
農
場
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
、
学
部
改
組
に
当

た
っ
て
は
生
物
圏
生
命
科
学
科

の
初
代
学
科
長
を
つ
と
め
ら

れ
、
そ
の
充
実
と
発
展
の
礎
確

立
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た。
去
る
二
月
一
七
日
に
学
内
の

学
生
等
を
中
心
に
「
三
十
五
年

間
の
大
学
教
育
・
研
究
を
顧
み

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
最
終

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
日

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
隣

の
卒
業
生
が
駆
け
つ
け
、
ま
た
、

農
芸
化
学
以
外
の
先
生

数
、
御
出
席
い
た
だ
き
、
先
生

の
行
わ
れ
て
き
た
研
究
を
簡
潔

に
ま
と
め
ら
れ
、
最
終
講
義
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
年
度
が
あ
け
て
、
五

月
八
日
に
は
、
ア
ス
ト
津
内
の

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
津
で

退
官
記
念
祝
賀
会
を
行
い
ま
し

た
。
研
究
室
の
卒
業
生
と
小
宮

先
生
が
担
任
を
し
た
学
年
の
人

を
中
心
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
は
、
来
賓
と
し
て

の
奈
良
先
生
の
御
祝
辞
、

小
宮
先
生
の
挨
拶
、
薮
本

先
生
の
乾
杯
の
御
発
声
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
歓

談
の
ひ
と
と
き
を
持
ち
ま

し
た
。
途
中
、
卒
業
生
等

か
ら
集
め
た
記
念
品
代
を

目
録
と
し
て
お
渡
し
す
る

な
ど
行
い
、
あ
っ
と
い
う

間
に
、
予
定
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先

生
が
直
接
指
導
し
た
最
後

の
卒
業
生
か
ら
、
花
束
が

贈
呈
さ
れ
、
万
歳
三
唱
で
会
を

締
め
く
く
り
、
宴
を
閉
じ
ま
し

た
。
宴
を
閉
じ
て
か
ら
も
、
皆

さ
ん
、
小
宮
先
生
を
囲
ま
れ
、

ご
歓
談
さ
れ
、
胴
上
げ
す
る

シ
ー
ン
さ
え
伺
え
ま
し
た
。
二

次
会
は
特
に
、
用
意
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
若
い
学
生
を

中
心
に
二
次
会
を
行
う
こ
と
に

な
り
、
二
次
会
で
機
嫌
を
良
く

さ
れ
た
小
宮
先
生
の
お
声
で
、

さ
ら
に
カ
ラ
オ
ケ
の
で
き
る
場

所
で
三
次
会
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
宮
先
生
に
は
、
御
退
官

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
元
気
に
、

若
い
学
生
た
ち
と
つ
き
あ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
今
年
度
か
ら
食
品

科
学
工
学
会
の
中
部
支
部
長
と

し
て
学
会
活
動
に
携
わ
り
、
ま

た
、
一
年
の
充
電
期
間
を
経
て
、

来
年
度
か
ら
は
、
東
海
学
園
大

学
の
方
で
教
鞭
を
と
ら
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
益
さ
、
先

生
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
行

り
い
た
し
ま
す
。
　
露
肇
）

応
用
微
生
物
学
研
究
室
（
現

在
は
微
生
物
工
学
研
究
室
に
名

称
変
更
）
教
授
の
大
宮
邦
雄
先

生
は
本
年
三
月
を
も
っ
て
、
定

年
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
昭
和
三
八
年
に
名

古
屋
大
学
農
学
部
畜
産
学
科
を

ご
卒
業
に
な
ら
れ
た
後
、
同
大

学
院
農
学
研
究
科
農
芸
化
学
専

攻
に
進
学
さ
れ
、
博
士
の
学
位

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
聖
霊

短
期
大
学
助
教
授
を
経
て
、
昭

和
四
八
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で

の
間
、
名
古
屋
大
学
農
学
部
生

物
反
応
工
学
研
究
室
に
お
い
て

教
育
研
究
に
当
た
ら
れ
ま
し

た
。
三
重
大
学
生
物
資
源
学
部

へ
は
、
平
成
二
年
一
〇
月
に
着

任
さ
れ
、
そ
の
後
十
三
年
半
に

わ
た
り
、
応
用
微
生
物
学
お
よ

び
微
生
物
工
学
研
究
室
の
教
授

と
し
て
、
多
く
の
学
生
・
大
学

院
生
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
三

重
大
学
に
お
け
る
先
生
の
主
な

研
究
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
バ
イ

オ
マ
ス
の
有
効
利
用
に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、
ル
ー
メ
ン
細
菌

R
u
m
ぎ
S
O
C
C
S
 
a
l
b
蓋
　
や

寒
邑
ぎ
ぎ
m
j
S
u
も
セ
ル

ラ
ー
ゼ
お
よ
び
そ
の
遺
伝
子
の

解
析
、
セ
ル
ラ
ー
ゼ
複
合
体
の

形
成
機
構
と
人
工
酵
素
複
合
体

構
築
に
関
す
る
研
究
、
キ
チ
ン

や
生
ゴ
ミ
か
ら
の
水
素
ガ
ス
の

生
産
の
研
究
な
ど
を
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
八
月
に
三
重
県
多

度
町
に
あ
る
R
D
F
貯
蔵
施
設

で
の
爆
発
事
故
が
あ
っ
た
こ
と

ば
新
聞
等
で
報
告
さ
れ
ま
し
た

が
、
先
生
は
事
故
調
査
委
貴
会

の
一
員
と
し
て
調
査
に
当
た
ら

れ
、
微
生
物
に
よ
る
水
素
ガ
ス

生
産
が
事
故
の
一
因
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
件
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
テ

レ
ビ
の
画
面
を
通
じ
て
先
生
の

御
姿
や
御
名
前
に
接
せ
ら
れ
た

方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
三
重
大
学
在
職
中
に

は
、
M
i
の
B
i
O
ぎ
三
吉
と
題
し

て
、
セ
ル
ロ
ー
ス
分
解
に
関
す

る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
三
回

主
催
さ
れ
、
小
さ
な
研
究
領
域

で
は
あ
り
ま
す
が
M
i
の
の
名
を

大
宮
邦
雄
先
生
ご
退
官
祝
賀
会

世
界
に
発
信
し
た

の
は
特
筆
す
べ
き

点
と
思
わ
れ
ま

す。
こ
れ
ま
で
の
先

生
の
ご
指
導
と
ご

恩
に
感
謝
す
る
た

め
、
五
月
二
二
日

（
土
）
に
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
津

に
お
い
て
、
退
官

祝
賀
会
を
催
し
ま

し
た
。
三
重
大
学

卒
業
生
約
七
十
五

名
、
名
古
屋
大
学

時
代
の
教
え
子
二
十
名
、
学
会

や
企
業
の
関
係
者
十
五
名
が
集

合
し
先
生
を
囲
み
、
昔
話
な
ど

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
先
生

か
ら
は
、
参
加
者
全
員
に
記
念

品
を
戴
き
、
か
え
っ
て
恐
縮
い

た
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
三
重
大
学
を
退
官

さ
れ
た
後
、
名
城
大
学
農
学
華

農
学
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授
と
し
て
ご
活
躍

中
で
す
。
先
生
の
ご
健
康
と
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
ご
指
導
ご
鞭
軽

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
粟
冠
和
郎
）

外
に
忙
し
い
人
が
多
い
よ
う
で

農
化
大
9
回
生
の
ク

ラ
ス
会
を
、
平
成
一
四

年
一
〇
月
一
八
日
（
金
）

三
河
湾
に
浮
か
ぶ
タ
コ

の
島
と
し
て
有
名
な
日

間
賀
島
の
上
海
荘
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
毎
に
開

催
し
て
き
た
ク
ラ
ス
会
を
、
二

年
毎
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
最
初
の
会
で
し
た
。

還
暦
も
す
ぎ
四
、
五
年
も
経

て
ば
皆
暇
を
も
て
あ
ま
す
は
ず

で
あ
り
、
出
席
者
も
多
い
で
あ

ろ
う
と
予
想
し
ま
し
た
が
、
意

二
十
八
名
中
出
席
が
十
八
名
、

欠
席
が
十
二
名
で
し
た
。

椿
で
あ
る
上
海
荘
は
、
主
人

の
持
船
で
獲
れ
た
魚
を
朝
夕
の

膳
に
出
す
こ
と
で
有
名
で
す
。

宴
会
は
名
物
の
タ
コ
を
は
じ

め
、
伊
勢
エ
ビ
、
鯛
な
ど
海
の

幸
い
っ
ぱ
い
の
料
理
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
進
み

ま
し
た
。
近
況
報
告
に
よ
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
元
気
な
人
が
多
く
、

年
間
ゴ
ル
フ
百
回
が
目
標
と
い

う
平
田
忠
司
君
、
剣
道
七
段
で

毎
日
の
よ
う
に
指
導
に
か
け

廻
っ
て
い
る
山
口
君
、
現
役
で

今
話
題
の
電
解
酸
性
水
の
仕
事

で
全
国
を
と
び
廻
っ
て
い
る
鈴

木
君
（
今
回
は
欠
席
）
、
東
海
道

を
東
京
・
日
本
橋
か
ら
京
都
三

条
大
橋
ま
で
歩
き
通
し
た
梅
本

君
な
ど
驚
く
ば
か
り
で
す
。

近
況
報
告
で
前
回
に
比
べ
今

回
多
く
な
っ
た
こ
と
に
「
家
庭

菜
園
」
が
あ
り
、
今
後
は
野
菜

作
り
の
楽
し
さ
が
共
通
の
話
題

に
な
り
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

学
生
時
代
に
は
土
い
じ
り
を
し

た
こ
と
は
な
く
て
も
、
な
ん
と

い
っ
て
も
「
農
学
士
」
で
あ
り
、

そ
の
上
、
最
近
の
輸
入
野
菜
の

残
留
農
薬
問
題
な
ど
気
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
然
的
に
自
分
で

安
全
な
野
菜
を
作
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
出

席
者
の
近
況
報
告
や
幹
事
か
ら

の
欠
席
者
の
状
況
報
告
な
ど
で

三
時
間
余
り
の
宴
会
は
ま
た
た

く
問
に
す
ぎ
、
そ
の
後
は
夜
半

ま
で
談
笑
が
続
き
ま
し
た
。

翌
日
は
ゆ
っ
く
り
と
宿
を
発

木
曽
、
三
輪
、
山
口
、
大
嶋
、

前
田
、
小
川
、
服
部
、
後
列
左

よ
り
村
田
、
坪
井
、
平
田
忠
史
、

平
田
忠
司
、
坂
東
、
今
井
、
梅

本
、
竹
尾
、
牛
田
の
各
君
で
す
。

（大嶋）

ち
、
半
田
市
で
昼
食
を
と
っ

た
後
、
「
国
盛
酒
の
文
化
館
」

を
見
学
し
、
学
生
時
代
に
酒

造
工
場
を
見
学
し
た
こ
と
な

ど
を
懐
か
し
く
想
い
出
し
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
お
酒
を

き
き
酒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
二
年
後
の
関
西
で
の

再
会
を
約
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
写
真
は
、
前
列
左
よ
り
小

大日　　－

我
々
農
芸
化
学
科
〓

回
生
は
、
平
成
一
五
年

一
〇
月
二
二
日
、
富
山

県
黒
部
峡
谷
宇
奈
月
温

泉
に
て
ク
ラ
ス
会
を
開

催
す
る
。
黒
部
峡
谷
の

入
り
口
に
あ
た
る
宇
奈

月
温
泉
は
、
紅
葉
の
始

ま
り
で
あ
っ
た
。

我
々
の
殆
ど
の
者
は
、
定
年

を
迎
え
自
由
な
時
を
過
ご
し
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、

元
気
印
の
働
き
者
が
多
く
、
イ

ン
ド
へ
出
張
中
、
ア
フ
リ
カ
ザ

ン
ビ
ア
へ
出
張
中
を
は
じ
め
、

平
日
の
開
催
と
遠
隔
地
の
た
め

参
加
が
出
来
な
か
っ
た
仲
間
た

ち
に
申
し
訳
な
く
思
う
。

参
加
者
は
十
二
名
、
い
つ
も

よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
夫
婦
で

の
参
加
や
四
十
年
ぶ
り
の
再
会

者
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が

る
。
安
藤
夫
妻
、
伊
藤
、
今
井
、

梅
田
（
紀
）
、
春
日
（
健
）
、
高
田
、

竹
内
、
土
肥
、
中
島
、
林
（
茂
）
、

水
谷
で
あ
る
。

三
翠
化
学
会
事
務
局
か
ら
お

送
り
い
た
だ
い
た
「
三
翠
化
学

会
」
　
の
旗
も
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
学
生
時

代
の
ア
ル
バ
ム
を
開
き
一
枚
一

枚
の
写
真
が
、
連
鎖
的
に
当
時

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。
カ

ラ
オ
ケ
に
か
え
て
、
農
芸
化
学

科
の
歌
、
三
翠
応
援
歌
に
蛮
声

を
は
り
上
げ
若
返
っ
た
。
温
泉

に
の
ん
び
り
浸
り
、
朝
ま
で
話

が
は
ず
ん
だ
懇
親
会
で
あ
っ

た。
翌
日
二
三
日
、
ト
ロ
ッ
コ
電

車
に
揺
ら
れ
、
棒
平
へ
も
み
じ

狩
り
に
で
か
け
る
。
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
、
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を

貼
り
付
け
、
ビ
ニ
ー
ル
の
カ
ッ

パ
を
着
て
の
出
発
と
な
る
。
幸

い
車
窓
か
ら
観
る
紅
葉
は
盛
り

で
黒
部
の
厳
し
い
渓
谷
と
き
れ

い
な
流
れ
を
堪
能
で
き
た
。
昼

は
じ
め
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

三
重
大
学
の
発
展
を
祈
り
つ
つ

筆
を
置
く
。
（
幹
事
・
土
肥
博
）

食
後
、
次
回
は
奈
良
で
、
み

な
夫
婦
づ
れ
、
か
つ
今
回
よ

り
多
く
の
仲
間
と
の
再
会
を

期
し
て
解
散
し
た
。

尚
、
こ
の
会
の
名
を
「
三

翠
化
学
〓
期
会
」
と
提
案
さ

れ
了
承
さ
れ
る
。
ま
た
、
次

期
の
幹
事
を
、
伊
藤
・
中
島

両
氏
に
お
願
い
し
快
諾
を
得

た
。
終
わ
り
に
、
こ
の
ク
ラ

ス
会
に
何
か
と
ご
支
援
を

賜
っ
た
事
務
局
の
西
川
先
生

卒
業
以
来
各
方
面
で

頑
張
っ
て
い
る
我
々
だ

が
後
進
に
道
を
譲
る
時

も
近
づ
い
て
来
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
四
年
間

の
学
生
生
活
を
送
っ
た

懐
か
し
い
思
い
出
の
地
「
伊
勢

（
の
国
」
　
で
、
今
ま
で
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
た
ぶ
ん
支
え
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
奥
様
共
々
ゆ
っ

た
り
と
し
た
一
時
を
過
ご
そ
う

と
平
成
一
四
年
九
月
二
九
、
三

二
日
の
二
日
間
で
ク
ラ
ス
会
を

催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
鈴
鹿

山
脈
最
高
峰
、
御
在
所
岳
の
山

懐
に
い
だ
か
れ
た
湯
の
山
温
泉

と
な
り
、
同
地
区
で
は
最
も
格

式
あ
る
「
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
向

陽
」
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
の
経
営
母
体
は
、
四
日

市
市
の
太
陽
化
学
㈱
で
あ
り
、

農
芸
化
学
科
卒
業
生
が
、
多
数

就
職
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幸

い
に
も
今
回
の
ク
ラ
ス
会
の
幹

事
役
で
あ
る
西
元
君
が
同
会
社

の
監
査
役
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
充
分
な
る
も
て

な
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
日
、
近
在
の
面
々
は
、

奥
様
方
も
交
え
て
ゴ
ル
フ
を
楽

し
ん
だ
後
ホ
テ
ル
で
遠
来
の
友

を
迎
え
、
さ
あ
、
ク
ラ
ス
宴
会

の
始
ま
り
は
じ
ま
り
！
　
い
つ

も
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
恩

師
梅
林
正
直
先
生
の
御
挨
拶
の

後
、
各
自
の
近
況
報
告
も
そ
こ

そ
こ
に
、
も
う
宴
は
最
高
潮
、

二
次
会
、
三
次
会
と
続
き
い
つ

の
ま
に
か
午
前
様
。

翌
日
、
御
在
所
岳
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
で
山
頂
へ
、
そ
こ
で
珍

し
い
日
本
か
も
し
か
セ
ン
タ
ー

を
見
学
、
山
頂
公
園
散
策
な
ど

で
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
し

た
。
あ
い
に
く
と
青
空
で
は
な

か
っ
た
が
、
一
面
の
雲
海
で
墨

絵
の
雰
囲
気
に
浸
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
下
山
し
た
後
再
び

ホ
テ
ル
で
の
特
別
昼
食
を
い
た

だ
き
、
平
成
一
六
年
の
夫
婦
同

の
各
ご
夫
妻
と
阿
部
、
佐
藤
、

高
橋
、
中
川
、
村
田
、
で
し
た
。（舘）

伴
ク
ラ
ス
会
（
海
外
ツ
ア
ー
）

で
の
再
会
を
約
し
解
散
し
ま

し
た
。
C
1
4
ク
ラ
ス
は
、
平

成
八
年
沖
縄
ク
ラ
ス
会
以
来

「
で
き
る
だ
け
奥
様
も
一
緒

に
」
と
続
け
て
い
ま
す
。
我
々

皆
こ
の
財
産
を
大
切
に
守
っ

て
い
き
ま
す
。

今
回
の
出
席
者
は
、
梅
林

先
生
、
市
原
、
川
北
、
北
浦
、

小
林
、
坂
野
、
清
水
、
舘
、

田
中
、
戸
嶋
、
中
地
、
西
元
、
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写真2　リフレッシュルーム（元文献室）

写真4　総合研究棟ⅡB棟前、旧農学部1号館前、ここで　み

こしをつくったり、バドミントンをしたりしていまし

た。今は　敷石が敷かれています（元土壌研究室前）

∴i綴毯※・・‥ 、・饗藤懸懸闘親臨∴－“駁 ＼∴　∴：一∴－∴．∵∴ � �畢 �：三：；十三 �専 ∴＼ 1＿◆‘・：； �∴＼「 ∴、∴ 、 三縄醒醸 一一二一 �畿 ：倉 、渋 �∴ ∴∴子、ト：：∴ 綴譲驚－一 発篭態＝綴 読了‘繋漆－ �縫 一緩 � 

∴　　　∴∴∴「 � �主・‘・：・ � ��ー‥“費・ ∴一㌧や：∴：「 ��∴∴＼議＼ 　∴「 

労詳　：※詣・‥ 　　　∴∴∴ぐへ 羅　・・灘護 擬態※※縦霊 � � �∴∴∴∴∴∴∴ ��　〝ヾ： ：∴ ∴：∴ � �∴∴＼： i詳・．享楽： �� 

貌・’ィ、幾態 �　　：∴＼ 総・・．　　　　　落盤：一語ヾ； ������ �� 

懸額懸慾議：： ������ � � 

∴： ������� � � 

、・－ ���� ��∴総、、ミ※∴ �撥 � 

緩 総 ∴ � �� �� �∵∴＼＼∴∴緩さ、． �懸 � 

議懇 �霊；”：i激 

‘：1台■ ：iヽii‘ � 

子 � 

醤鐙 � � � � � � ��� 

灘 � � � � �．台 ���� 

轡 �� ��畷 ���∴∴ ∴ 
認識 �灘鎧；凝議；； ���� ��＝≡二二≡＝≡据一章諒 �� 

：繕 � �� � 

∴＼ �史：：・ 懸 � � � �� �嚢 

∴∴ � �く； ： �ミ∴ � � � �幾綴総撥 �、 � 

写真1総合研究棟Ⅱ正面玄関

撥緩 ；墜塗絵 �、 � � � �’了：葦 字：‥‥：詳察 �∴∴∴＼＼※∴∴ ：・：、・シ � � � � �ミミ；；・総，・ � � � � � � �� � 

懸 �� � �総＝‡葦三 ……；；；；；；；三三三三綴 � �� � � �� � � � � �� �一一二、1　－‥－ 三三三重 � ��．なi： � �懸 �緩 �三 ��＼∴ 掘：：：・！： 饗 �撮、詣愁漣鶉態 � �やや∴∴下∴？、∴： � �　くこ一 二1・証 言轢題額二〇 十；嶽鰯鱗溺鸞潔．認悶関醗鐙 綴・， ��＿●ヽ′ ．菩二二率 ：細‘； 

態懇 � � �� �・、．’， � �∴： � �一．．二一 ����篤潔縞顕慾 ∴強、∴．∴∴ ∴「．「：営∴寮 　∴∴ �� �ii問iき 「∴∴ �i文言 ��一　　　　　　　　　　　　　　　一 �“：‾‘ii意 義三二・一二二 

ま：ノ �������”‘…‘’‘醗・・…懇 

：ン ：撥’ ���：ゝ ����瀦鶉懸濁騰 落‥ 、緑綬慾滋繍灘 ・．詳・“ ‡： 烹 

；．・．ノ 笑・：： �ー ∴＼：： �ヾ：∴ ∴∴． 犠擁 � �∴ヾ∴：ヾ ＼＼ i：“：鵬 i：‘饗綴 �撮：ゝ：：※：．：く ∴「 �懸 ・：く・： 

漆；…饗 賦 ����∴∴∴蝉∴1∴ �∴∴÷∴＼灘 �� �酸 �� �饗発議翳・…・ 萎灘綴綴綴頴　漱 ���� ��� 

緩畷 �“影 　∴∴∴ �一　一　一　一　一　… �“ぶ �∴∴ヾ …品iii・… �� �綴襲撥 �＼＼∴、： ��：・i‥騒翳等章 　∴∴＼：∴ ・－、一 発灘懸：．．． ���� ��　　　：ま ∴＄＼＿． � 

第　54　号　　（4）

：∴∴ � � ”“綴鷲綴溺 �� �．．撥灘懸 �′擬態懸綴総漆霧；‥ 

、灘饗 �� � �置くヾ　・簿・ 、．鵜　　　　　　米 ���� �� 

・：・：今： ：・ふ、： ∴∴∴●「 、iYji �緩 轡 ∴∴ � �� ���� �� 

＿↓‥し、 � � �� � �「∵ ● 

蓋 �十王i÷既 ��．一一一 －：ゝ「 � �鸞認宝詰聾111°∴ �� �　∴∴ ；） ∴∴ 

祭緩綴総譲 ＼∴ � � �：：．義・ � � �∴ヾ ＼ ：＼ 絃 �∴ �溺 

撮 �綴灘一・‘ � � � � � � �・瀦 
ー � � � ��・無●．‥∴ � �� � � 

◆ � � ��∴ふざふ∴∵ ��・緩 �一・緩撥 ●☆：●：‾i 撥綴… �態 �懸 

襲 � ���� 

ミ喜！ ・紫 藍撥 �∴ヽ ∴ ∴ キ ：ゝ‘・：： �事・ 湊 � � � ��� �・：・‘シ・・． 

・撥 ノ・絨繍鱗 � �務 � � � ���「∴‾綴、 ・語鍵田鰭滋 ��灘鱗・． 

；； �� �◆ �∴「 ��� � 

◆ � �� � � 

ヾ∴∴ヾ： � �� � � �� � � 

写真3　元11番教室、廊下の壁はなくなり、きもちのよい吹

き抜けになりました。（元11番教室、21番教室あたり）

牽菓・穆ア生の進路
平成14年度　卒業者

足立真佑美　東和理化

有住　法子
一明　雅子　スガキコシステムズ

犬飼　康天　名古屋大学大学院生命農学研究科

井上知加子　名古屋大学大学院医学研究科

上田　マリ　㈱小松屋

臼井　弘児　三重大学大学院生物資源学研究科

梅下　和彦　三重大学大学院生物資源学研究科

太田　政伸　三重大学大学院生物資源学研究科

岡田　清文　マリンフード㈱

小野　　浩　三重大学大学院生物資源学研究科

加古慎二朗　三重大学大学院生物資源学研究科

III野亜貴子　㈱イマージュ・レイシア

岸野　祐子　三重大学大学院生物資源学研究科

坂本　知穂　㈱ジャストミートコーポレーション

神保　哲朗　三重大学大学院生物資源学研究科

菅野　淳夫　名古屋大学大学院生命農学研究科

杉原　由香　三重大学大学院生物資源学研究科

杉本　華幸　京都大学大学院生命科学研究科

杉山　泰崇　三重大学大学院生物資源学研究科

鈴木　章代　㈱ヤマミ醸造

鈴木　孝典　三重大学大学院生物資源学研究科

鈴木理恵子　味の素冷凍食品㈱

住岡美由貴　三重大学大学院生物資源学研究科

田中　宏典　名古屋大学大学院生命農学研究科

田村　雅文

中井由佳理　ヤスマ㈱

成田　尚宣　三重大学大学院生物資源学研究科

西橋　　彩　㈲日本食品衛生協会食品衛生研究所

試験検査センター

損保　達彦　三重大学大学院生物資源学研究科

平野　弘訓　三重大学大学院生物資源学研究科

平原　春水

深谷友加奈

福島　義之

松下詠美子

丸井　禰生

三橋亜由美

美濃部こころ

美濃部さやか

宮本　浩史

山崎　有加

山下　佳伸

近藤　宏美

三重大学大学院医学研究科

㈱ウオフク

三重大学大学院生物資源学研究科

岡崎鋼機㈱

東北大学大学院

東海テクノ㈱

三重大学大学院医学研究科

三重大学大学院医学研究科

三重大学大学院生物資源学研究科

三重大学大学院生物資源学研究科

三重大学大学院生物資源学研究科

キューピー㈱

平成14年度　博士前期課程修了者

荒尾　泰輔

荒木　理注

石井　真希

石IiI　謙吾

上野　史子

菊田　琢磨

溝井　浩寿

下岡　令実

冨田　浩揮

西口　達也

林　　俊道

藤岡　敏明

松岡　寿保

山田　弥生

山本　直訓

渡遽　雅子

生物資源学研究科博士課程

岐阜県警

アベンテイスファーマ㈱

生物資源学研究科博士課程

イチビキ㈱

JA西春日井

コーシンサービス

非常勤講師

丸信製粉㈱

太陽化学㈱

アピ㈱

㈱クラレ

森下仁丹㈱

SATHAPORN SRICHUWONG

SISIHLA

飯田　正弘

生物資源学研究科博士課程

生物資源学研究科博士課程

平成15年度　博士前期課程修了者

秋田　総理

小埜　俊郎

斎藤　辰朗

坂倉　　陽

佐藤千代子

杉村　和人

鈴木　淳史

鈴木　浩之

園田　豊治

武田　早織

中浦　美穂

古林　卓也

松岡　純子

松田　文子

三谷　朋弘

毛利　異曲

森嶋　克典

大阪大学大学院博士課程

渥美農林高等学校

生物資源学研究科博士課程

太洋薬品工業㈱

太陽化学㈱

生物資源学研究科博士課程

㈱伊勢萬

日本臓器製薬㈱

敷島製パン㈱

酒井化学工業㈱

ファイザー㈱

辻製油㈱

エイ・ダブリュ・サービス㈱

名糖産業㈱

宮崎本店㈱

WAMALWABENSON MUNY

生物資源学研究科博士課程

平成14年度　博士後期課程修了者

UCDavis博士研究員

三重県博士研究員

璧南大学

平成15年度　博士後期課程修了者

黒川　純司　三重大学SVBL博士研究員

神藤　定生　テルアビブ大学博士研究員

SURUYANIボゴール農業大学研究員

横地　徹次

か
れ
、
大
き
く

な
っ
た
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
だ
け
が
当
時

の
面
影
を
残
し
て

お
り
ま
す
（
写
真

4）（）

階
段
教
室
だ
っ

た
大
講
義
室
も
平

ら
に
な
り
、
映
像

設
備
の
整
っ
た
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

来
学
の
折
は
、

ぜ
ひ
一
度
新
装
な

り
ま
し
た
総
合
研

究
棟
H
へ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

（苅田修一）

三
翠
化
学
会
関
係
で
は
、
小
畑
先

生
の
土
壌
圏
生
物
機
能
学
が
4
階
中

央
（
元
家
畜
生
産
学
）
、
武
村
先
生
が

生
命
科
学
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

ジ
エ
ノ
ミ
ッ
ク
部
門
で
2
階
の
奥

（
元
農
産
製
造
学
）
、
苅
田
が
4
階
の

入
り
口
（
元
の
林
産
化
学
）
の
研
究

室
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

3
階
に
あ
り
ま
し
た
文
献
室
は
、

壁
が
取
り
払
わ
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
空
間
へ
と
生
ま

れ
か
わ
り
（
写
真
2
）
、
コ
ー
ス
事
務
室
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

旧
〓
番
、
1
2
番
教
室
、
2
1
番
、
2
2
番
教
室
の
問

の
壁
ほ
と
り
は
ず
さ
れ
、
自
転
車
の
お
か
れ
た
外

側
に
吹
き
抜
け
の
ホ
ー
ル
が
で
き
、
階
段
で
2
階

へ
と
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
ー
主
（
写
真
3
）
。

中
庭
側
へ
も
扉
が
で
き
、
光
を
要
り
入
れ
た
学

生
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
学
内
で
く
つ
ろ
げ
る
場

の
ひ
と
つ
と
し
て
学
生
に
人
気
（
の
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
祭
の
み
こ
し
を
作
っ
た
中
庭
宣
敷
石
が
お

研
究
室
で
、
工
学
部
、

医
学
部
、
生
命
科
学

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

が
使
用
し
て
い
ま

す
。
3
階
、
4
階
に

は
、
生
物
資
源
学
部

資
源
循
環
学
科
の
教

育
研
究
分
野
が
は

い
っ
て
お
り
ま
す
。

農
芸
化
学
コ
ー
ス
が
長
年
使
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
旧
農
学
部
1
号
館
は
、
生
物
資
源
学

部
校
舎
の
新
築
に
と
も
な
い
取
り
壊
す
予
定

で
し
た
が
、
改
築
の
予
算
が
つ
き
耐
震
補
強

工
事
と
と
も
に
平
成
一
五
年
四
月
に
総
合
研

究
棟
Ⅱ
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
（
写

真1）。

栄
養
化
学
、
土
壌
学
が
あ
っ
た

1
階
が
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な

り
、
学
生
実
験
の
天
秤
室
は
、
就

職
相
談
室
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

学
生
実
験
室
は
、
会
議
室
と
入
試

課
と
な
り
ま
し
た
。

2
階
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
用

旧
農
学
部
校
舎
1
号
館
が
改
築

益
子
珍
梅

隆
知
孝
潔

井
浦
荒

川

徐

陳


